
大 栗 災 後 1 年以上経過後の 『心 の ケ ア』 のために

大事災後早や1 年 9 ケ月を過ぎました｡ あなたの♯んだ心は修復出来たで しようか ?
一 人で悩んでいませんか ?

こんな時だからこそ話し合える仲間机 拝す場が必要なんです! まだハ ジメの 一 歩を踏み出せない
■
でいるあなた｡

一 歩踏み出したけれど立ち止まっ ているそんなあなた｡ 伸Ⅶと経験と力と希望を分かち合い勇気をもっ て力強く､ 一 歩
一 歩共に歩んで いきましょう ! お気軽にお越しください｡ スタ ッ フ ー 同心よりお待ちしています｡

1 月虎 集い 開催要項

日 時 :

会 場 :

参加対象 :

参 加 費 :

内 容 :

主 催 :

後 援 :

平成 2 5 年 1 月 1 3 日(日) 1 4 : 0 0 - 1 6 : 0 0

仙台市福祉プラザ 第4 研修室 1 0 階

仙台市青葉区五橋2 丁目 1 2 番2 号 T E L : 0 22 -

2 1 3
･

8 2 3 7)

一 錠 一 歩

定員 2 0 名 予約制 (会場準備の都合上ご 一 報下さい｡ 予約なしの場合でも席に空きがあれば歓迎で射

精神障宰当事者､ 健常者であ っ て も今回の大地露で心が痛み悩んで いる方や家族及び医療､ 棚 係者､
ボランテ ィア及び福祉に関心を寄せる ｢ 般の方 (タイプ A 型 例会オ

ー プン方式)

◎ 今回I うつ病 (うつ病) 体験者の ス ピ ー チを予定してV ヽます｡

次回 2 月 1 0 日(日) はク ロ ー ズ (精神障脊当事者､ 健常者であっ ても今回の大地展で心が痛み悩んで いる

方及び家族に限定) の 予定です｡

無 料

ひたすら体政を誇り又聴くことを通 して
`

精神疾息や心の悩みから回復を計指す唱助グル ー プ の集いで

す｡ オ ー プン方式例会に は当事者､ 専門家の ス ピ ー チやミ ニ 講話をプロ グラム の 中に組み込む予定
･

玖

仙台心の ケア研究会

仙台市精神保健宿祉総合セ ン タ ー ( は あとぽ - と仙台)

参加中し込み ･ お問い合わせは r仙台心のケア研究会J 代表 吉村まで T巳_
: 用ぃ謂28 - 7186 又は E r ¶ 劇: 明 W 5 9 陶 ○ 飢 爬 ね

今後の開催予定

平成2 5 年 時 間 定 員 集いの方式

2 月1 0 日( 日) 1 4 00 - 1 6 00 2 0 名 クロ ー ズ

3 月1 0 日( 日) 1 4 00 ■
- 1 6 00 2 0 名 クロ ー ズ

4 月1 4 日( 日) 1 4丈カ ー 1 6 伽 2 0 名 オ ー プン

5 月1 2 日( 日) 1 4 00 ～ 1 6丈追 2 0 名 クロ ー ズ

6 月 9 日( 日) 1 4 00 ～ 1 6 00 2 0 名 l クロ ー ズ

仲間 絆 虐惰

⊂) ｢ キ三

琴麺暫
※ 併せて裏面記載の相談電話もどうぞご利用ください｡

福祉プラザ案内図 地下錮好五絶脾南1 書出口より徒歩3 分
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心の蠣せ♯■した払たちがあ傘たの心の■に耳モ■け≠す. お 柵 にお■膣ください .

節 子 串 艮 平 成 2 4 年 (2 0 1 2 年) 7 月 1 8 日 ( 水 曜 8 )
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